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ふとラジオを聞いていると、いろいろな事件や問題が連日取り沙汰され、

一人悲しくなります。取り上げられている問題は実に多様です。公文書改

ざんなどの社会的な問題だけではなく、幼児虐待、芸能人の不倫や浮気、

スポーツでの危険行為、あおり運転 など。こうした話は、一見すると関

連性がないと思われやすいのですが、実はこうした問題のすべてに共通し

ている点があります。それは、すべて人間の問題であり、人間の「意識」

の状態の問題であるということです。環境の変化で意識の状態そのものが

変わってしまうと、人はひどいことも信じられないこともたやすく行えて

しまいます。人間はもろい存在なのです。

私達はどんな人でも赤ちゃんとして生まれてきます。すべてを吸収でき

る存在であり、同時にすべてが満ちている存在として。この世界に生まれ

落ちると、あらゆるものから貪欲に命がけで学び続けます。すべての人の

気質や体質、家庭環境や社会環境が異なりますので、学びの結果としてあ

らゆる方向性へと人は育っていきます。今までも誰一人として同じ人はい

ませんでした。そして今後も登場しないでしょう。その事実は改めて考え

てみるとすごいことです。それは、生き物が、単細胞生物としてコピーさ

れ「同じ存在」が自己増殖で増えていく時代から、多細胞生物へと進化し、

性を持つことで多様1生 を産み出しながら、「違う存在Jが増えていく時代
へと変化したからです。「全員が違うJのです。多様1■ とは、私達の祖先

が編み出した、生き抜くための生存戦略でもあります。

私達は一人ひとりが異なった存在ですがkそ の一人ひとり自体が変化し

続けて異なった状態で生きています。まるでラジオのチャンネルを変える

ように。集中、緊張、リラックス…、覚醒、睡眠、まどろみ 、怒り、不

安、おそれ、悲しみ…、性衝動、怒り衝動、正体不明の衝動 …、権力欲、

亀

私達は一人ひとりが異なった存在。その多様ないの

ちを知ることが、あらゆる問題 を解 くカギだ。

支配欲、性欲、食欲 、合理化、正当化 ―。生きているだけでいろいろな

意識状態を変動していることがおわかりになるでしょう。作家のチェーホ

フが、「風邪をひいても世界観は変わる。世界観は風邪の症状だ」と椰楡

したように。体の状態が少し変わるだけで考え方が変わり、ものの見え方

や感じ方まで変わります。絶望や希望も同じ側面です。人間はそういう不

安定な存在で、その不安定さを生きるカヘと変化させて日々を生きている

存在なのです。

冒頭に挙げたラジオで流れてくる問題。それはすべて、「ある閉じられ

た世界」で人間の意識状態が変化したことで起きたとも言えます。開じた

世界では、その硬く閉塞した場所の影響を受けて、その中で生きている人

間の「意識構造」も硬くなります。心は弾力を失い、固定化し、他の世界

観や考えを一切受け付けなくなります。それはまるで、同じ人とは思えな

いほど。意識が集団の中で「記号化」して整列するように、意識のモード

が変わると簡単にその人の状態は変わり得るのです。

人間は弱くもろいのです。まずそこから始めたいと思います。人間は弱

いからこそ、社会や場の状況や雰囲気に簡単に影響を受けます。すっぽり

と自分自身が覆われている、それすら気づけなくなります。見えているは

ずのものも見えなくなるし、聞こえているはずのものも聞こえなくなる。

見たいものだけを見るようになるし、聞きたいものだけを聞くようになる。

人間の意識状態のモードが場の影響を受けて簡単に変わってしまうからこ

そ、自己チューニング、自分を整えることが、今の時代に本当に必要なの

です。そのためには、人間とは何か、を、知らないといけません。そして、

共通部分である体や心はどういう風にして成立しているのかを、知る必要

があります。そこにこそすべての答えはあります。社会で起きる問題を見

ていると、すべては「人の体や心Jの問題の変奏曲だと、感じています。

人間とは何か。自分と|ま イ可か。そこに必ず解決法があります。いのちの原

理は、生きているだけですべての人がすでに与えられています。だからこ

そ、「いのちの原理」を中心に据えた社会になれば、社会は新しい「いのち」

を受胎して、必ず新しく生まれ変わるのだと思います。私達が、そうであ

り、そうであったように。一人ひとりの人間の問題と、人間の関係性が織

り成す社会の問題とは、同じこととして考えないと「いのちJの本質はわ

かりません。「社会の問題」として、私達は常に「問い」を突きつけられ

ているのです。ただ、必ずしも一人で問題を解く必要はありません。探し

物が見つからない時は、みんなで探せば早く見つかるからです。体を知る

こと、心を知ること、ぃのち知ること、自分を知ること 。̈それは、あら

ゆる問題の根源につながっています。いのちがけで取り組む価値があるこ

となのです。だから、人生は面白いのです。そして、今この人生はたった

一度です。
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いなばとしろう。医師。東京大学医学部付属病

院循環器内科助教。東京大学医学部山岳部の監

督、涸沢診療所の所長 (夏季限定山岳診療所 )

も兼任。 さまざまな伝統医療、補完代替医療、

民間医療への造形 も深い
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稲葉先生の連載は、今号で終了します。ありがとうございました。
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